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公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
９
月
23
日
に
当
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
９
月
29

日
、
執
行
部
に
対
し
て
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
対
す
る
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
は
基
本
方
針
と
実

施
計
画
で
構
成
。
本
計
画

は
、
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
「
高
山
市
第
八
次
総

合
計
画
」
を
公
共
施
設
の

総
合
的
な
管
理
と
い
う
観

点
か
ら
下
支
え
す
る
計
画

と
し
、
あ
る
べ
き
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
と
い
っ
た
議

会
か
ら
の
申
し
入
れ
を
踏

ま
え
「
高
山
市
第
六
次
行

政
改
革
大
綱
」
に
お
け
る

行
政
改
革
の
推
進
と
連
動

し
て
、
健
全
な
行
財
政
運

営
の
推
進
を
図
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
指
針
、
議
会
か
ら

の
申
し
入
れ
、
高
山
市
公

共
施
設
白
書
に
示
し
た

「
今
後
の
取
り
組
み
の
方

向
性
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
高

山
市
独
自
の
総
合
管
理
計

画
基
本
方
針
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
基
本
方
針

の
う
ち
、

１
．公
共
施
設
等
の
現
状
及

び
将
来
の
見
通
し

⑴
老
朽
化
の
状
況
や
利
用

状
況
を
は
じ
め
と
し
た
公

共
施
設
等
の
現
状

⑵
総
人
口
や
年
代
別
人
口

に
つ
い
て
の
今
後
の
見
通
し

⑶
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
・
修
繕
・
更
新
等
に
係
る

中
長
期
的
な
経
費
や
財
源

の
見
込
み
等

２
．公
共
施
設
等
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
管
理
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
。

⑴
計
画
期
間

⑵
全
庁
的
な
取
組
体
制
の

構
築
及
び
情
報
管
理
・
共

有
方
策

⑶
現
状
や
課
題
に
関
す
る

基
本
認
識

⑷
公
共
施
設
等
の
管
理
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え

⑸
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施

方
針
に
対
す
る
協
議
と
な

り
、
基
本
方
針
に
示
す
施

設
類
型
ご
と
の
管
理
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
に
つ

い
て
は
、
本
委
員
会
に
お
い

て
、
提
出
さ
れ
た
質
疑
や

意
見
を
も
と
に
検
討
し
、

次
回
の
特
別
委
員
会
に
提

出
し
、
協
議
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

●
財
政
面
と
の
関
連
性
や

現
状
の
課
題
を
し
っ
か
り

捉
え
た
上
で
、
市
民
に
も

わ
か
り
や
す
い
形
で
作
成

す
る
こ
と
。

●
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て

は
、
建
物
と
は
公
共
施
設

の
捉
え
方
が
同
様
で
な
い

こ
と
を
意
識
し
て
検
討
す

る
こ
と
。

●
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
の
中
で
、
土
地
利

用
の
部
分
は
高
山
市
の
特

徴
を
考
慮
し
検
討
す
る
こ

と
。

●
市
全
体
の
施
設
の
量
な

ど
大
き
な
目
標
の
中
か

ら
、
施
設
類
型
ご
と
の
方

針
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を

基
準
に
検
討
す
る
こ
と
。

　

特
別
委
員
会
で
の
質
疑

や
意
見
を
も
と
に
、
平
成

29
年
３
月
24
日
に
特
別
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
内
容
は
、
次
回
以
降
掲

載
を
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
で
は
、

議
会
か
ら
の
申
し
入
れ
を

受
け
、
本
部
会
議
を
経
て
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
に
係
る
基
本
方

針
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
内

容
が
、
当
特
別
委
員
会
に

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

申し入れ書（抜粋）　　　　　　　 　平成28年9月29日
公共施設等総合管理計画の策定及び推進について
以下の点の配慮を求める。

1．あるべき公共サービスの水準を利用者である市民と議論
するなかから、将来のまちの都市像を導き出し、公共施設
の適正量・適正規模を含むグランドデザインを描くこと

2．市民と情報共有するなかで、公共施設白書及び個別の施設
カルテは常に最新のものとし、すべて公開すること

3．公共施設白書の巻末に示された「今後の取り組みの方向
性：6項目」について、更新、統廃合、長寿命化など、優先順
位や財政的な裏付けも含め、数値目標を設定するなど具体
的に踏み込んだ「行動計画」とすること

4．官民連携等、民間活力の導入については積極的に検討する
こと

5．目先の費用対効果にとどまらず、ライフサイクルコストの縮
減・平準化の視点を盛り込むこと

6．公共施設マネジメントを一元的に統括し、総合的かつ計画
的に管理・推進するため、権限を持たせた専門部署を設置
すること

7．将来を見据えたあるべき公共サービスや公共施設のあり方
について、市、市民、事業者の新たな意識の構築を図ること

従
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　 

あ
り
方
を
議
論

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

特別委員会の様子

平
成
29
年
2
月
14
日

（
協
議
事
項
）

特
別
委
員
会
で
の

主
な
意
見

平
成
29
年
3
月
24
日


